
金沢工業高等専門学校 基準４ 

- 145 - 

基準４ 学生の受入 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像及び入学者選抜の基本方針等の入学者受入

方針（アドミッション・ポリシー）が明確に定められ，学校の教職員に周知され

ているか。また，将来の学生を含め社会に理解されやすい形で公表されているか。 

（観点に係る状況） 

本校は目的に沿い準学士課程のアドミッション・ポリシーを「金沢高専の求める人」と題し、入学

案内、学生募集要項等の刊行物、ウェブサイトに明示し公表している（資料４－１－①－１：入学案

内 金沢高専2012、資料４－１－①－２：学生募集要項、資料４－１－①－３：ウェブサイト）。ま

た、高校からの編入生、社会人入学については本校のウェブサイトに明示すると共に、編入学募集要

項、社会人編入学募集要項に記載し、希望者に周知している。 

 

資料４－１－①－１ 

入学案内 

 

（出典 入学案内 金沢高専 2012） 
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資料４－１－①－２ 

学生募集要項 

 

（出典 学生募集要項） 
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資料４－１－①－３ 

ウェブサイト 

 

（出典 金沢工業高等専門学校ウェブサイト） 

 

本校の教職員には、校長がFD研修会で教育上の確認事項として、アドミッション・ポリシーを説明

し周知を図っている（資料４－１－①－４：FD研修における教育理念等再確認のための校長教育資

料）。また、体験入学、オープンキャンパス及び入試説明会など学生募集に関係する行事の運営には

全教職員が参画しており、中学生やその保護者等の参加者への説明や案内を通じてアドミッション・

ポリシーの理解を深めている（資料４－１－①－５：入試説明会）。 
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資料４－１－①－４ 

FD研修における教育理念等再確認のための校長教育資料 

 

（出典 FD研修資料） 
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資料４－１－①－５ 

入試説明会 
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（出典 旦月会報 平成 24年 1月号 P26-27） 

 

本校の趣旨と特徴をPRするために、教員が県内の中学校約90校を訪問し、アドミッション・ポリシ

ーを掲載した入学案内と学生募集要項を参照しながら、校長先生または進路担当者に説明を行ってい

る。県外の中学校へは、平成23年度は富山県、福井県、滋賀県、京都府、大阪府の約1,000校に送付

し、平成24年度は前年度に愛知県、新潟県、長野県、岐阜県を加え、約2,300校に送付している。そ

の他、中学校で行われる学校説明会への参加、体験入学の実施、オープンキャンパスの実施、入試説
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明会の実施等により広報活動を展開し、上記資料を配付し説明している（資料４－１－①－６：刊行

物の発行数）。 

 

資料４－１－①－６ 

刊行物の発行数 

媒体名  数量 (23年度配布学校数）

1 2011 学生便覧 1,000 　石川県　　　　　79校　　＋　　15校

2 体験入学ポスター 1,500 　富山県　　　　　83校

3 KTC HOT NEWS 500 　福井県　　　　　81校

4 体験入学パンフ 15,000 　滋賀県　　　　　106校

5 英語パンフ 19,000 　京都府　　　　　201校

6 学校新聞Vol.5 3,000 　大阪府　　　　　527校

7 専　Ｎｏ．83 800 (24年度配布学校数（23年度＋以下の学校)）

8 塾用チラシ 2,800 　愛知県　　　　　437校

9 平成24年度学生募集要項（抜粋） 1,000 　静岡県　　　　　262校

10 平成24年度編入学募集要項（抜粋） 100 　新潟県　　　　　240校

11 平成24年度社会人編入学募集要項（抜粋） 100 　長野県　　　　　195校

12 第3回CLE２シンポジウムポスター 2,400 　岐阜県　　　　　198校

13 第3回CLE２シンポジウムチラシ 20,000

14 工学・英語協同学習パンフレット（増刷） 300

15 入学案内2012　第1回目 100

16 入学案内2012　第2回目 900

17 入学案内2012　第3回目 10,000

18 クリアファイル 3,000

19 オープンキャンパスポスター 1,500

20 オープンキャンパスパンフ 15,000

21 学校新聞Vol.6 3,000

22 平成24年度学生募集要項 3,500

23 入試説明会ポスター 1,500

24 入試説明会チラシ 15,000

25 アパートチラシ 3,000

26 クリスマスカード 2,500

27 専　Ｎｏ．84 800

28 学校新聞Vol.7 3,000

29 専　Ｎｏ．85 800

H23年度　発刊物の発行数

1,092校

2,424校

配付学校数

 

（出典 高専事務局資料） 
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これらの活動により新入生のアドミッション・ポリシーの認知度は資料４－１－①－７：新入生の

アドミッション・ポリシーの認知度のとおり新入生の77％が知っていると回答している。 

 

資料４－１－①－７ 

新入生のアドミッション・ポリシーの認知度 

 前回から「金沢高専の求める人材（アドミッションポリシー）」について知っていましたか？」という質問を加えているが、全体では77.3％が
「知っていた」と答えており、「知らなかった」は22.7％であった。

 「アドミッションポリシーの認知」に関して学科別の比較をすると、「知っていた」は「グローバル」で88.0％、「電気電子」で84.6％と多かった
が、 「機械」では58.1％と30ポイントほど低く、大きな差が見られた。

 経年変化は「知っていた」の割合で比較をしているが、全体では67.4％から77.3％へと9.9ポイント認知度が上がっていた。学科別には「グ
ローバル」が22ポイント、「電気電子」が10.1ポイント上がっていたが、「機械」は3.6ポイント下がっていた。

■アドミッションポリシーの認知

■学科別　アドミッションポリシーの認知

84.6%

58.1%

88.0%

77.3%

15.4%

41.9%

12.0%

22.7%
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■アドミッションポリシーの認知　経年比較

74.5%
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88.0%

77.3%
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Ｈ23

Ｈ24

 

（出典 KTC教育評価委員会 新入生アンケート） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校ではアドミッション・ポリシーを明確に定め、刊行物やウェブサイトに明示することで、社会

へ公表している。またFD研修会や行事を通じて教職員へ周知をしているといえる。 

 

観点４－２－①： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な学生の受入方法

が採用されており，実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況） 

本校の準学士課程１年生の入学者選抜は、推薦入学試験と一般入学試験がある。推薦入学試験は、

中学校長が推薦する生徒に対し、数学基礎力確認テストと面接を行い、推薦書、調査書を併せて総合

的に選考している。一般入学試験は国語・理科・英語・数学の学力試験と面接を行い、調査書を併せ

て総合的に選考している。これらの入学試験の出願資格と選考方法は学生募集要項に明示している

（資料４－２－①－１：学生募集要項（推薦・一般））。 
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資料４－２－①－１ 

学生募集要項（推薦・一般） 

 

（出典 学生募集要項） 
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高校からの編入学試験は、出願資格を満たし高等学校長の推薦を受けた生徒に対し、コミュニケー

ション能力をはじめとした人物像の確認と、学力を確認するための口頭試問の面接を行い、推薦書、

調査書を併せて総合的に選考している。編入学試験の出願資格と選考方法は学生募集要項に明示して

いる。（資料４－２－①－２：編入学生募集要項（編入学））。 

 

資料４－２－①－２ 

編入学生募集要項（編入学） 

 

（出典 学生募集要項） 
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社会人の編入学試験は、出願資格を満たした志願者に対し、1,000字程度の作文とコミュニケーシ

ョン能力をはじめとした人物像の確認と、学力を確認するための口頭試問の面接を行い、調査書を併

せて総合的に選考している。社会人編入学試験の出願資格と選考方法は学生募集要項に明示している。

（資料４－２－①－３：社会人編入学生募集要項（社会人編入学））。 

 

資料４－２－①－３ 

社会人編入学生募集要項（社会人編入学） 

 

（出典 学生募集要項） 

 

全ての入学試験で面接を行っており、面接前に教務主事が全教員にアドミッション・ポリシーとこ

れを基に作成した面接質問を説明し周知したうえ、面接で本校への進学動機や意欲の確認を行ってい

る（資料４－２－①－４：入学試験の面接実施要領）。 
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入学試験は「金沢工業高等専門学校入学試験制度の取扱いについて」を定め、入学者選抜にかかる

運営組織と手順に従い、公正に実施している（資料４－２－①－５：金沢工業高等専門学校入学試験

制度の取扱いについて）。 

 

資料４－２－①－４ 

入学試験の面接実施要領 

 

（出典 教務委員会資料） 
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資料４－２－①－５ 

金沢工業高等専門学校入学試験制度の取扱いについて 

 
（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

全ての入学試験において面接を実施し、進学動機や意欲の確認を行っており、アドミッション・ポ

リシーに沿った、適切な入学者選抜となっている。また「金沢工業高等専門学校入学試験制度の取扱

いについて」に従い適切に実施されている。 
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観点４－２－②： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際に行

われているかどうかを検証するための取組が行われており，その結果を入学者選

抜の改善に役立てているか。 

（観点に係る状況） 

アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入れを検証するため、新入生は入学後速やかに統一し

たオリエンテーションテストと新入生アンケートを実施して現況把握に努め、教育に反映している。

また、学級担任は努めて早期に学生と面談を実施し、身上把握に努めている。 

平成17年度入学者までは推薦入学試験において数学の学力試験を実施していたが、平成18年度入学

者からは人間性を重視した選考を目的に、数学の学力試験から小論文に変更した。その結果、工学感

覚にやや欠ける学生の入学を受け入れる結果となり、補習等を実施しても、退学者の増加につながっ

た。そこで平成21年度入学者からはアドミッション・ポリシーで求める基礎学力を確認するために、

数学基礎力確認テストを導入した（資料４－２－②－１：入試選考方法）。 

 

資料４－２－②－１ 

入試選考方法 
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（出典 学生募集要項） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

アドミッション・ポリシーに沿う学生の受入の検証として退学者数を指標としており、年間の退学

者数が４％未満で推移しており、アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入れが行われていると

いえる。しかし平成23年度の1年生の退学者が4.9％と４％を超えたため改善が必要と認識している。 

 

 

観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていな

いか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われる等，入学定員

と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

（観点に係る状況） 

本校の平成20年度以降の実入学者数は資料４－３－①－１：入学者数の状況のとおりであり、国際

コミュニケーション情報工学科が平成20年度までの５年間、定員割れの状況にあった。その原因とし

て当該学科の目的が十分中学校及び生徒に伝わっていない点にあると考え、平成21年度に学科名称を

グローバル情報工学科に変更すると共に、学生募集方法を変更し中学校及び生徒の理解を深めた。ま

た、１学科あたりの入学定員を45名から40名に変更し、３学科合計の入学定員を120名とした。 
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資料４－３－①－１ 

実入学者数 

単位：人

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

電気情報工学科 34 3 37 - - - - - - - - - - - -

機械工学科 44 0 44 33 1 34 42 0 42 47 1 48 42 0 42

国際コミュニケーション情報工学科 29 7 36 - - - - - - - - - - - -

電気電子工学科 - - - 27 0 27 38 0 38 45 2 47 36 0 36

グローバル情報工学科 - - - 13 8 21 28 10 38 32 14 46 38 13 51

計 107 10 117 73 9 82 108 10 118 124 17 141 116 13 129

入学者数（５月１日現在）

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

 

（出典 高専事務局資料） 

 

平成17年度から20年度の間、全体の入学定員割れが続いた。この状態を改めるため、平成18年度か

ら、広報資料を学校の詳細な教育内容に変更、全教職員による学校訪問を年2回から3回に増やし、校

長による中学校訪問の増加などの取組を行った。しかし直ぐに結果としては現れないため加えて、平

成18年度からは、SPP事業を「出前事業」に活用し、工学の専門の立場から本校の教育内容の広報を

推進した。同時に情報公表が本校の認知に直結すると考え、平成19年度から「見える化プロジェク

ト」を設置し、積極的な広報の有り方を検討した（資料４－３－①－２：見える化プロジェクト）。

更に平成22年度から、ウェブサイトを全面的に改訂し、中学校の視点で分かり易いデザインと構成に

すると共に、本校の教育に関する様々な取組や、学生の様子を積極的に情報発信した。 

定員割れが続いた国際コミュニケーション情報工学科について、中学校から見て学科名称と学ぶ内

容の不明確さが有ることと、電気情報工学科があり情報工学の名称が二つの学科に付いていて分かり

難いなどの意見が有り、国際コミュニケーション情報工学科をグローバル情報工学科へ、電気情報工

学科を電気電子工学科へと名称変更を行った。 

平成21年度から、学生募集業務の抜本的な改善を図るため、過去に入学実績のある県内69校の中学

校長に対し、本校の印象や教育全般に対するヒアリング調査を実施した（資料４－３－①－３：中学

校長に対する教育・募集等ヒアリング結果」）。また、全教職員を動員した学生募集活動体制を変更

し、少数の教職員による募集委員会を設置し、中学校の教職員や生徒の心に触れる対面広報と募集を

採ることにした。 
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資料４－３－①－２ 

見える化プロジェクト 

 

（出典 見える化プロジェクト資料） 
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資料４－３－①－３ 

中学校長に対する教育・募集等ヒアリング結果 
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（出典 学務会議資料） 
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このような学科名称の変更、教育内容の積極的な情報発信、教育内容の充実を図った結果、平成23

年度以降は入学定員を確保している（資料４－３－①－４：募集施策と入学者の傾向まとめ）。 

 

資料４－３－①－４ 

募集施策と入学者の傾向まとめ 

定員 入学者

H18 103

H19 118

H20 82

H21 117 中学聴取・反映、1志望優先

H22 141 ＣＬＥ２

H23 131

　　募集施策と入学者の傾向まとめ

120

募集年度

電気・電子工学科
機械工学科
グローバル情報工学科

全教職員＝募集員、学校説明、体験入学、
ＳＰＰ，出前授業等

募集委員会（熟練者）、学校説明、体験入
学、ＳＰＰ、出前授業、文科省支援事業等

学生数
学科の構成・改編等 主な募集活動 備考

135
電気情報工学科
機械工学科
国際コミュニケーション情報工学科

 

（出典 学務会議資料） 

 

編入学生についても近年は１名であり、収容定員を大幅に超えない（資料４－３－①－５：編入学

試験の状況）。 

 

資料４－３－①－５ 

編入学試験の状況 

単位：人

普 工 他 普 工 他 普 工 他 普 工 他 普 工 他

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

普：普通高校

工：工業高校

H23

金沢高専の高校卒業生編入学実施状況（4学年編入）

H19 H20 H21 H22

 

（出典 学務会議資料） 

 

これらの取組は、学務会議で企画・実施され、その結果をKTC教育評価委員会で分析し、次年度の

改善につなげている。また、近年の学生募集の取組を受け平成24年度から学生募集担当副校長を配置

した。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

準学士課程では定員割れが続いていたが、平成23年度入学生より定員を満たしており、適正な入学

定員を確保できるようになった。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 平成19年度から22年度まで３学科合わせた入学者の定員割れが続いていたが、平成23年度は、すべ

ての学科の定員を満たす入学者を確保できた。それは、学生募集の仕組みの改善により中学生やその

保護者らに本校の教育目標や教育内容、その成果の認知度が高まってきていると感じており、本学の

改善施策が効果を生み始めたと考えている。  

 

（改善を要する点） 

前述の成果はあるものの、志願者の増加に関しては３学科間には温度差があるため、なお一層の募

集努力が必要と認識している。 

一方、平成23年度の１年生の退学者数は本校が目安としている４％を超えたため、１年生の導入教

育の在り方や学生一人一人に向き合う指導方法についての改善は急務であると認識している。 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

 本校は目的に沿い準学士課程のアドミッション・ポリシーを「金沢高専の求める人」と題し、入学

案内、学生募集要項等の刊行物、ウェブサイトに明示し公表している。また、高校からの編入生、社

会人入学については本校のウェブサイトに明示すると共に、編入学募集要項、社会人編入学募集要項

に記載し、希望者への周知を行っている。 

 本校の教職員には、校長が FD 研修会で教育上の確認事項として、アドミッション・ポリシーを説

明し周知を図っている。また、体験入学やオープンキャンパスなど学生募集に関係する行事の運営に

全教職員が参画しており、中学生やその保護者等の参加者への説明や案内を通じてアドミッション・

ポリシーの理解を深めている。 

 入学試験においては、すべての試験で面接を行っており、面接前に教務主事が全教員にアドミッシ

ョン・ポリシーと面接質問を説明したうえ、面接で本校への進学動機や意欲の確認を行っている。 

アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入れを検証するため、新入生に対して入学後速やかに統

一したオリエンテーションテストと新入生アンケートを実施して現況把握に努め、教育への反映を図

っている。また、学級担任は早期に学生と面談を実施し、身上把握に努めている。アドミッション・

ポリシーに沿う学生の受入の検証として退学者数を指標としており、推薦入学試験において数学の学

力試験を小論文に変更した時期に退学者が増えたことから、平成 21 年度入学者からはアドミッショ

ン・ポリシーで求める基礎学力を確認するための数学基礎力確認テストを導入した。その結果、年間

の退学者数が４％未満で推移しており、アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入れが行われて

いるといえる。 

 平成 19年度から平成 22年度の間、一部または全体の入学定員割れが続いたため、学校訪問の回数

を増やし、SPP 事業を活用した出前授業、見える化プロジェクトの発足、中学校長へのヒアリング調

査など、広報の在り方について検証と改善を続けている。特に定員割れが続いた国際コミュニケーシ

ョン情報工学科については、中学校から見てわかりやすくなるように、同じ「情報工学」の名称を持

つ電気情報工学科と共に、グローバル情報工学科と電気電子工学科へと平成 21 年度より名称変更し

た。それら募集活動の改善の成果として、平成 23年度以降は入学定員を確保している。 

 


